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○私立学校の存続において生徒募集が基軸であるということは言
うまでもない。すべての教職員がその重要性を認識・理解して募集
活動にあたることが肝要である。2023年度生徒募集ではｺﾛﾅｳｨﾙｽ
感染症による制限も少しずつ緩和し、説明会や個別相談もほぼ予
定通り行うことができたため、志願者は前年度より463名増加した。
さらに新制服・新校舎等の影響もあり、入学者数は近年最大となっ
た。入学者が増加した現状に満足するのではなく、むしろ入学して
くれた生徒への教育活動を充実させ、次年度の受験生や保護者
を惹きつける学内改革を更に推し進めることが望まれる。
○入試説明会だけでなく、あらゆる機会（本校ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ、PTA訪
問、校外ｲﾍﾞﾝﾄ、塾説明会、部活動など）を募集活動につなげ、本
校の教育内容を広報し、『選ばれる学校』を目指す必要がある。

○23年度生徒募集では形態や時間帯を多様化し、校内実施の入試説明会を6
回、個別相談のみの回を3回行ったことで来場者が増加した。今年度は個別面
談のみの回をさらに1回増やし、WEB説明会も昨年度同様に実施することで、よ
り多くの受験希望者に対応できるようにしたい。また、ｺｰｽの特色や成績ﾚﾍﾞﾙを
明確にするため、単願・併願推薦の基準を一部変更予定で、受験希望者だけで
なく、中学校・塾等に対しても丁寧な説明を心掛けたい。
○新1号館が完成し、今年度の入試説明会はｽﾁｭｰﾃﾞﾝﾄホール、UJｶﾌｪ（食
堂）、ｽﾎﾟｰﾂｽﾀｼﾞｵを使用するので、円滑に説明会が実施できるように準備を進
めたい。
○ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染症による制限が緩和し、中学校PTA来校や中学校での進路講
演会などの開催数が明らかに増えている（6月上旬時点）。数多くの校外説明会
も実施され、様々なことがｺﾛﾅ禍前に戻って来ているので、一つひとつ丁寧に対
応し広報活動に努めたい。

○入試説明会＆個別相談会が5回、個別相談会のみの回が3回終了した時点で、単願推薦・
併願推薦を希望する受験者数は昨年度の同時期を超える数になっている。増加の理由とし
て、ｺﾛﾅ禍で中止となっていた塾や外部団体主催の説明会（25回）や各中学校での講演会
（21回）、さらに昨年度より実施したWEB版入試説明会等の広報活動と創立75周年記念事業
でもある新校舎や新制服等の新しい教育環境が整ったことが影響していると思われる。北辰テ
ストの動向も増加傾向で本校の教育活動への期待の大きさが感じられる。今後は新しい取り組
みについても継続的に検討し、形にしていく必要がある。
○9月以降は進路学習を目的とした中学2年生の上級学校訪問を企画する中学校が増え、本
校にも8校が来校した。次年度の受験につながるよう今後も丁寧な対応を心掛けたい。
○今年度も塾や教育機関の関係者対象の本校説明会をﾍﾞﾙｳﾞｨ武蔵野で実施したところ、100
名を超す参加者があった。
○今年度は本校ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞをリﾆｭｰｱﾙし、学校行事や部活動等の情報を積極的に広報するこ
とができた。WEBｻｲﾄｱｸｾｽ報告では入試情報や部活動に関する閲覧数が多く、全体の80％
以上がｽﾏｰﾄﾌｫﾝ利用者であるので、今後のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ作成・運用に役立てたい。

A

●2024年度入試における志願者数は普通科2852名（前年＋
66）、商業科1276名（前年＋234）、合計で4128名（前年＋
300）。入学者数は普通科が646名（前年-107）、商業科が310
名（前年＋47）、合計で956名（前年-60）である。昨年度と比
較すると入学者は減少したが、今年度も募集人員を大きく上
まわる入学者数となった。推薦基準を変更した普通科の単願
志願者は減少したが、その分、基準を変更しなかった商業科
は他校との併願先に選ばれやすく、約200名の志願者増が入
学者数の増加にもつながった。新制服や新校舎等の新しい
環境を整えたことも含め、今後の本校に対する様々な期待の
大きさが入学者数からも分かる。
●塾主催の説明会、PTA見学会、中学校での進路講演会な
どもほぼｺﾛﾅ禍前に戻り、積極的な募集活動を行うことができ
た。また、ｺﾛﾅ禍にはじめたWEB放送視聴という形式の入試
説明会は受験生や保護者から好評で、個別相談までの流れ
をｽﾑｰｽﾞに行うことができるので今後も続けていきたい。

〇登下校の生徒の安全確保とﾏﾅｰ向上のため、登校時８か所、下校時５か所に教員を配
置して指導にあたるとともに、各ﾎｰﾑﾙｰﾑや集会においても生徒が自分の問題として捉え
考えられるように指導方法も工夫する。
〇基本的な生活習慣を確立させるため、毎朝校門前にて遅刻者指導を行うとともに、必要
であれば保護者の協力も求めながら改善に向けた指導を行う。
〇問題行動の防止と早期発見の観点から、昼休み時間等に巡回指導を各学年で実施す
る。
〇教員は生徒に対して部活動への積極的な参加を呼び掛けると共に、生徒がより意欲的
に活動しやすい環境づくりに努める。
〇薬物乱用とSNSに関する問題には、外部の専門家を招いて全校的な指導を行う。
〇いじめに関するｱﾝｹｰﾄ（6・11月）と体罰に関するｱﾝｹｰﾄ（9・2月）を実施し、事実確認と
適切な対応を迅速に行う。
〇頭髪・服装等の整容指導、言葉遣いや生活態度に関する指導及びいじめや差別を含
む人権教育に関わる指導については、あらゆる場面で恒常的に行われるべき事項であり、
生徒指導部を中心にさらに議論を深め、全ての教員が一致協力して実践する体制を確立
する。
〇生徒の実態を把握するため、ｽｸｰﾙﾗｲﾌやClassiを有効に活用する。
〇徳育の側面から奉仕活動（通学路清掃）を年間を通じて全クラスに割り振り、継続的に
実施する。またｵｱｼｽの精神に基づいた言動を実践させるべく、各ﾎｰﾑﾙｰﾑや部活動、委
員会等をより活性化させる。

〇今年度も登校時8か所、下校時5か所に職員を配置し通学路指導を継続的に行った
が、外部からの苦情や指摘があった際に臨機応変に配置を移動させ対応した結果、全体
的な苦情の件数は減少した。
〇遅刻者に対する指導を毎朝校門付近において実施し、基本的生活習慣の改善を促し
た。
〇昼休みを中心に校内巡回指導を学年別に実施し、問題行動の未然防止に努めた。
〇新入生に対して部活動の加入を積極的に促すとともに、新しくできたｽﾎﾟｰﾂｽﾀｼﾞｵを含
む活動場所を有効利用するためのﾛｰﾃｰｼｮﾝ表を改めて作成した。
〇夏季休業直前に埼玉県保健医療部薬務課の協力の下、薬物乱用防止のための指導
を１学年対象に実施した。
〇いじめに関するｱﾝｹｰﾄを6月・12月に、体罰・ﾊﾗｽﾒﾝﾄに関するｱﾝｹｰﾄを9月・2月(予定)
のそれぞれ年2回行い、実態把握と問題の未然防止に努めた。特にいじめｱﾝｹｰﾄについ
ては、12月実施分からいじめの実態をより詳細に把握するため「身の回りにいじめられて
いる人がいないか」という項目を新たに付け加えた。
〇頭髪・服装等の身だしなみ指導を学年やﾎｰﾑﾙｰﾑ単位で継続的に行っている。
〇通学路を中心とした地域の清掃活動を年間を通じてクラス単位で実施した。また、各ｸﾗ
ｽの生活委員が校門前に立ち挨拶運動を実施した。
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●通学路指導の目的は交通安全と公共ﾏﾅｰの体得・実践に
ある。全体としての苦情件数は減少したものの、生徒のﾓﾗﾙ
低下を思わせる事案は減ってはいない。教員は生徒に対し、
自己の安全を確保させると同時に他者に対する思慮や分別
のある言動の重要性を理解させ、地域社会の一員としての自
覚を促す指導を行う必要がある。
●交通安全、ｻｲﾊﾞｰｾｷｭﾘﾃｨｰｾﾐﾅｰ、未成年飲酒・喫煙防止
ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ、痴漢犯罪撲滅ｷｬﾝﾍﾟｰﾝなど警察・行政等主催の
各種活動への参加は、生徒が「公共人」という生き方に共感
し、意識の変化を醸成する上での有意義な機会となるので、
今後も積極的に取り組ませたい。
●今年度、改めて策定した「いじめ防止のための基本方針に
ついて」を基に、教職員、生徒ともにいじめに対する認識を周
知徹底し、いじめ撲滅に向けた取り組みを強化する必要があ
る。また、いじめｱﾝｹｰﾄの実施についても、Classiのｱﾝｹｰﾄ機
能を利用して結果の集約をｽﾑｰｽﾞに行い、問題があった場合
は速やかに対応できるようにする。
●服装頭髪指導を定期的に行っているが、一部ｲﾍﾞﾝﾄ化して
しまっているのが現状である。整容指導については、普段の
生活の中で継続的に行われるものであり、一部の教員に任せ
ることなく全教員で対応することが重要である。

●来年度で現在のｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝｷｬﾝﾌﾟの内容となって3年目
である。行事そのものに意義はあるが、雨天時の対策の難し
さや野外活動における安全面の不安もあり、実施場所の変更
も含めた内容の見直しを検討する時期にある。
●11日間に短縮して行われたﾊﾜｲ短期留学だが、生徒たち
の実状を考えると適正な期間であるとの声が引率教員からも
聞こえてきた。現地でのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ内容も含め、こちらも抜本的
な見直しが必要な時期にきていると思われる。
●歴史のある松坂屋での課題研究だが、今までのような形の
実習は今後も難しいので、生徒独自のﾏﾙｼｪを出店したり、起
業家のよる講演会を行ったりと違った視点で実施する必要が
ある。
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○22年度卒業生（23年3月卒業）の進学状況は、私立大学の現役合格者
数が昨年度より著しく増加した。特に選抜αｺｰｽは早稲田1名、
GMARCH19名と昨年度の8名から実績を大きく伸ばした上、国公立大学に
も3名合格した。これは丁寧な進路指導の結果であり、特進部だけでなく選
抜α・選抜・進学ｺｰｽからも有名私立大学に多数の合格者が出た。大規模
校での進路指導は学年単位になりがちで、実績が安定しない傾向も見受
けられるが、本校では20年度から合格者の増加傾向が続いている。今後も
実績を残すために学年内の「横の連携」はもちろん1～3学年の間で「縦の
連携」を継続的に行うことが重要である。
○進路目標を達成するには生徒自身が自己の特性を把握し、早期に目標
を設定する必要がある。そのためにｺﾛﾅ禍ではあるが、本校進路指導担当
者と学年が協力し、講演会等の進路への意識を啓発する行事を組んだり、
上級学校と連携し見学会等を企画して学校を知る機会を多く作る必要が
ある。
○授業を補完して学力向上を図るために課外の進学補習講座を充実させ
る。また、進路目標達成の一助となるよう、普通科・商業科ともに各種検定
の取得を推し進めたい。

○各学年の進学係と本校進路指導担当者が連携し、外部講師を招いた進路講演会や大
学見学会等、生徒の進学意識を喚起する行事を企画・立案する。
○二者面談等を通して生徒の適性や進路目標を把握し、学力や適性に応じた進路指導
を行う。あわせて、大学の入試説明会や予備校の進路指導研究会等（ｵﾝﾗｲﾝ形式含む）
に積極的に参加し教員のｽｷﾙｱｯﾌﾟを図る。
○三者面談を実施して保護者と生徒の意思を確認し、進路目標実現に向けて協力関係
を構築する。
○単年度ごとの指導にならないようにｺｰｽごとに成績や進路の目標を具体的にを設定し、
担任と教科担当が同一見解のもとに学習指導・進路指導を展開する。実績を継続させる
ために各学年・ｺｰｽで連携するのはもちろん、所属学年を越えた縦の連携を図る。
○大学等の入試形態が多様化しているため、学校推薦型・総合型選抜を希望する生徒に
対し、「入試内容の確認」「小論文や検定級取得対策」「模擬面接」への主体的な取り組み
を促す。同時に一般選抜に備えた受験科目の学習も並行して取り組むよう指導する。
○一般選抜受験者に対しては、「志望校選び」「受験までの学習計画」をしっかり立て、最
後まで諦めずに取り組むように指導する。
○課外の進学補習講座や検定対策講座を積極的に受講するよう促す。また、各学年で自
習室（または自習できる場所）を準備し、生徒の質問等に対応できる環境作りを行う。

○進路講演会などの行事を各学年と進路指導室が連携して実施し、1～2学期にわたって生徒の進
路意識の高揚を図った。主な具体的内容は次の通り。［ﾘﾓｰﾄ実施のものもあり］
【4月】ｴｺﾞｸﾞﾗﾑ分析報告会(商業1～3年)【6月】進学ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ・上級学校体験会(選進2年・商業2年)【7
月】上級学校体験会(特進部1・2年)、進路講演会(選進1年)【8月】ｷｬﾘｱｶﾞｲﾀﾞﾝｽ(特進部1・2年)【9月】
上級学校体験会、推薦・総合型選考委員会通過者進路ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ(3年)【10月】英語学習講演会(特進
部1年)、進路講演会(保護者対象・選進2年)、文理科目選択ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ(選進1年)【11月】進路講演会
(商業2年)、上級学校体験会(選進2年)【12月】入試直前ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ(3年)
○進路に関する教員研修を4月に実施。その後、普商別の分科会も実施した。7月には新任教員向
けの進路指導研修を実施。各大学や予備校などの外部業者の進路情報は、進路指導室が集約・選
択して教員へ配信し、生徒へﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸした。
○三者面談を3年生中心に実施した。商業科3年は推薦希望者が多いために７～8月に実施、普通
科は進路希望別に随時実施。保護者への進路情報の提供および意思の疎通を図った。
〇放課後実施している進学補習講座は、1年生15講座、2年生10講座、3年生21講座を開講した。ま
た、夏季休業中には成績不振の生徒に対する補習も実施した。
○検定試験について積極的に取り組むように促し、合格に向けた補習だけでなく、各教科の教員が
個別指導を行い、現在までに日本実用英語検定では準1級に7名、2級に67名、準2級に170名が合
格し、日商簿記検定では2級に9名、3級に19名が合格した。

Ｂ

●今年度の大学現役合格者数（一貫部除く）は【国公立大
学】5名、【早慶上理】5名、  【GMARCH】26名、【日東駒専】56
名、【大東亜帝国+拓殖】171名、【芝浦工業・東京電機・工学
院】17名、【成成明國武＋獨協・文教】23名であった。合格者
数は昨年度より減少したが、これは卒業生数が前年度より205
名少ないことが影響している。また、大学入試の傾向に応じて
入試戦略は改める必要があるため、進路指導研修会やｺｰｽ
ごとの成績会議で入試状況の分析を行い、進路指導の更な
る充実を図っていきたい。
●普通科では大学現役合格者数（一貫部除く）が【国公立大
学】5名、【私立大学】692名と昨年度より減少したが、一方、特
進ｺｰｽの上位校合格者数は増加した。浪人が増加したコース
もあるが、これは現役合格大学より上位の大学を目指すため
の前向きな浪人であり、次年度に大いに期待できる。
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〇登下校時のﾙｰﾙやﾏﾅｰについては継続的に行っているが、苦情の
根絶には至っていない。今後も交通安全に関する指導はもとより、適
切な対人ﾏﾅｰについても指導が必要がある。
〇挨拶の励行や身だしなみを整えさせることは、高校生としての品格
を高め、自覚を促すうえで非常に重要である。また、生活習慣の乱れ
が主たる原因と思われる遅刻者については、改善のために個別的な
指導が必要である。
〇公共心を育み社会の一員としての自覚を促すため、通学路を中心
に清掃活動を行い地域の美化に貢献することの教育的意義は大き
い。今後も引き続き実施すべきである。
〇安心で安全な学校環境を確保するため、「いじめ」「体罰」に関する
ｱﾝｹｰﾄを定期的に実施し、教員は常に状況の把握に努める必要があ
る。
〇問題行動の未然防止と早期発見のため、教員は常に生徒理解の
上に立った指導を心掛けなければならない。
〇心身の鍛錬と個性の伸長を期して部活動への参加を促すとともに、
指導にあたってはｱﾝｶﾞｰﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄに配慮して行う。
〇重大事件につながる危険性の高い薬物乱用やSNS上の有害ｻｲﾄ等
については、特に関係機関を活用した指導も必要である。

1

○本校は普通科5ｺｰｽ(除一貫)、商業科2ｺｰｽあり、幅広い学力層の生徒
が各々目標を定め学習に取り組んでいる。生徒の理解度には個人差があ
り目標も異なるので、各生徒の意欲や能力を把握し、ｺｰｽの特色を活かし
た学習指導が必要である。
○学力の三要素「①知識・技能」「②思考力・判断力・表現力」「③主体性
を持ち多様な人々と協働して学ぶ態度」の育成を目的とした学習が必要で
あることが新学習指導要領にも記載されている。これらを生徒に身に付けさ
せるためには、ICT教育やｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞﾞを今まで以上に前面に押し出し
た授業や生徒が自ら考え行動できる教育環境作りが必須である。
○教員のｽｷﾙｱｯﾌﾟへ向けた校内・校外研修はこれまでも組織的に実施し
ており、引き続き内容を精選して行う必要がある。
○新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染拡大の影響で欠席者が多いｸﾗｽや学級閉鎖のｸﾗｽ
を対象にﾘﾓｰﾄ授業や「ｽﾀﾃﾞｨｻﾌﾟﾘ」「Classi」を利用した課題配信を行った。
これにより生徒の家庭学習の様子を改めて確認することができ、今後の改
善すべき指導方法（課題の質や量など）についても再確認することができ
た。

○授業や定期考査はもちろん、小ﾃｽﾄや単元ﾃｽﾄ、模擬試験、休業中の課題等を通して
生徒一人ひとりの理解度を正確に測り、それぞれに応じた学力伸長を図る。
○新学習指導要領をふまえ、選定した新ｶﾘｷｭﾗﾑ用の教材を有効に使い、iPad等を用い
た授業（ICT教育）を積極的に行う。
○2018～2020年度に実施した第三者授業診断で得た「授業観察のﾎﾟｲﾝﾄ」を活かし、昨
年度の校内研究授業は、教科や学年の垣根を越えた「授業相互見学」として実施した。
iPadを用いたICT教育や生徒の主体性を伸ばすｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞ等、今後の学習活動に必
要な点や改善すべき点を教員が互いに知る非常に良い機会となったので、今年度も授業
見学の期間を長く設定し、実施する。
○「授業ｱﾝｹｰﾄ」を実施し、生徒の意識を理解したうえで授業改善につなげる。また、生徒
自身の授業に取り組む姿勢についても再確認させる。
○課程・ｺｰｽに応じた学習課題を日常的に与え、授業内容を補完するとともに、家庭学習
の習慣を身につけさせる。また家庭での学習をより充実させるため、「ｽﾀﾃﾞｨｻﾌﾟﾘ」「Classi」
を用いて学習課題を配信し、確認ﾃｽﾄ等を実施する。さらに担任および教科担当者が
個々の学習状況（学習時間や到達度等）を把握し、学習指導を効率良く行う。

○昨年度からの新学習指導要領に伴い導入された観点別評価の方法を含むｼﾗﾊﾞｽをもとに、学力
の三要素「①知識・技能」「②思考力・判断力・表現力」「③主体性を持ち多様な人々と協働して学ぶ
態度」の育成を目指し、昨年の反省等も踏まえ学習指導を行ったことで、生徒の学習意欲や学力の
向上につなげることができた。
○数年前までは、代表者のみが授業を行う形式で校内研究授業を実施していたが、昨年度同様、
2023年10月～2024年2月までの約5ヶ月間の期間を設け、学校全体で教科や学年の垣根を越えた
「授業見学」を実施。2学期以降3号館・5号館の全教室にﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀ-が設置され、これまで以上にICT
機器を用いた授業や生徒の主体性を伸ばすｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞ等、観点別評価のﾎﾟｲﾝﾄとなる取り組み
が実践され、それを互いに見学することで参考点や改善点を見つけ、より良い授業につなげていっ
た。
○授業ｱﾝｹｰﾄ（生徒対象）を11月に実施。集計結果をもとに各教科会議で協議し、授業改善につな
げた。
○「Classi」や「ｽﾀﾃﾞｨｻﾌﾟﾘ」等を用いた家庭学習課題配信等がきっかけで家庭学習の習慣が身に付
いた生徒も多く、教員もこれらのｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝを利用した学習指導のｽｷﾙが向上し、生徒一人ひとりの
学習状況の把握も効率よく行うことができた。

Ｂ

●観点別評価方法及び新学習指導要領の学習体制
も次年度で3年目を迎えることになる。必要に応じて教
科会議や学年・コース間での成績会議等で改善・更新
していきたい。
●校内研究授業を前期・後期に分け、新人教員の育
成と、更なるICT機器を用いた授業展開やｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ
等、能動的な学習の構築を目指せるよう検討したい。
●昨年度の授業ｱﾝｹｰﾄは用紙での提出・集計であっ
たが、今年度はClassiを用いて実施した。次年度はｱﾝ
ｹｰﾄの内容や種類を増やし、さらなる充実を図っていき
たい。
●Classiやｽﾀﾃﾞｨｻﾌﾟﾘを有効に使うことで生徒の家庭
学習状況の把握や課題配信等が効率良くできたの
で、次年度も有効に活用したい。

学力の伸長には家庭学習の
習慣化が必須である。ﾎｰﾑﾙﾑ
や面談といった機会だけでは
なく、classiでの課題配信や学
習時間の管理などが行われて
いるのはよいことである。

２０２３年度　　学校自己評価シート（浦和実業学園高等学校）

目指す学校像 ｢実学に勤め徳を養う｣（校訓）に則り、円満な人格、健康な身体、豊かな教養を備え、勤労と責任を重んじる国家社会の有為な形成者を育成する。

重　点　目　標

１　学力の伸長（授業の充実と家庭学習の習慣化、能動的な学習態度の涵養） 達

成

度

ほぼ達成　（８割以上）

２　自己実現のための進路指導の充実（進路実績の向上・高大連携への対応） 概ね達成　（６割以上）

３　徳育の推進（基本的生活習慣の確立と人格の陶冶） 変化の兆し（４割以上）

４　実学の実践（学校行事の充実と地域社会との連携） 不十分 　　（４割未満）　

５　生徒募集活動の充実（志願者数の増加と募集定員の確保）

英検利用の大学入試制度が
広く一般的になっているので、
英検対策に更に力を入れてほ
しい。ただし、国公立大学希
望の場合は英検対策がそのま
ま受験対策につながるわけで
はないので、個々のｹｰｽに応
じた対応が肝要である。いず
れにしろ、3年生の１学期まで
に英検上位級が取得できるよ
うな指導が必要である。

自転車通学のﾏﾅｰ違反が見
受けられる。特にｲﾔﾎﾝをした
ままの走行や、ながらスマホ、
複数名での並走やｽﾋﾟｰﾄﾞの出
し過ぎなど、大事故につなが
る恐れのある事例については
改めて全校的な指導が必要
である。
外部よりの苦情についてはも
ちろん、生徒の善行について
も、生徒だけではなく保護者
にも周知してほしい。
生徒指導については、女子だ
けではなく、男子の頭髪につ
いても極端なものは指導を強
化すべきである。ただし、感情
的になったり、人格を否定する
ような言葉遣いは避けなけれ
ばならない。

入学して間もない時期に行わ
れるｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝｷｬﾝﾌﾟは、友
達づくりなど人間関係の構築
に有効なので、次年度以降も
内容を検討したうえで続けて
ほしい。
ハワイ短期留学による海外で
の生活経験はたいへん貴重
なものである。11日間への日
程短縮は適正との引率教員の
評価であるが、こどもたちの感
想も同様である。

昨年、一昨年と生徒募集は好
調であるが、今後、少子化が
更に進んでいく中で、10年、
20年後を見据えた長期的な募
集活動について考えていかな
ければならない。私立高校の
卒業生にとって、母校の発展
はうれしいものである。

学　　校　　自　　己　　評　　価
年　度　目　標 ２０２３年度　評　価

現状と課題 具体的方策 達成状況 次年度への課題と改善策
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〇各種の校外行事（ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝｷｬﾝﾌﾟ、ﾊﾜｲ短期留学、課題研究）を
実施し、それぞれの目標達成に努める。特に「総合的な探究の時間」の
一環として4年ぶりに復活するﾊﾜｲ短期留学の国際理解に対する取り組
みは、青年期の発達段階にある生徒にとって大きな意義がある。今後も
その効果を高めるため、期間は短くなるがよりｱｸﾃｨﾌﾞな取り組みの立案
と参加生徒の健康と安全の確保について常に検討する必要がある。
〇文化祭や体育祭の教育的効果は甚だ大きい。前年度の反省を今後
の企画に活かし、生徒の意見も取り入れつつ、より質の高い行事となる
よう工夫していくことが望まれる。
〇さいたま市などの行政機関や警察署等が主催する各種のｷｬﾝﾍﾟｰﾝや
取り組みは、地域との結びつきを考えるうえで重要である。新型ｺﾛﾅも5
月から5類に引き下げられ実施の見通しが立てば、積極的に参加してい
きたい。

〇ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝｷｬﾝﾌﾟでは、規則の順守、公徳心や協調性の体得を重視し、あらゆる取り
組みが徳育につながるよう意識して指導にあたる。
〇ﾊﾜｲ短期留学の実施に当たっては、期間は短くなるものの生徒の安全を第一に考え、
事前指導の内容（実施の目的、安全、健康、生活態度等）の徹底を図ったうえで、現地
UHCと国際教育部との連絡を密にしながら進めていくことが大切である。
〇松坂屋上野店での課題研究は、ｷｬﾘｱｱｯﾌﾟｺｰｽの4クラスで夏と冬の二つのｸﾞﾙｰﾌﾟに分
けて実施する予定である。ｷｬﾘｱ教育の観点からの指導を心掛けるとともに、松坂屋の研修
担当者の協力を得て望ましい職業観の育成と勤労意欲の向上を図る。
〇文化祭では、ｸﾗｽをはじめその他各団体とも一致協力し、より文化的で質の高い取り組
みとなるよう指導する。また、今年度より3年生の一部のｸﾗｽに食品販売を認める予定で、
特にﾏｽｸの着用や手指の消毒など衛生管理を徹底させる。
〇体育祭については、演技種目に工夫を凝らしながら、生徒が一体感や達成感を得られ
るように指導する。

〇昨年に引き続き、群馬県猿ヶ京温泉にてｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝｷｬﾝﾌﾟを行い、集団生活の規律遵守、協同
精神の体得、また生徒相互の親和と教員による生徒理解の良い機会となった。
〇4年ぶりの実施となったﾊﾜｲ短期留学では、物価高騰の影響もあり11日間に期間を短縮して実施し
た。実施に当たり、生徒の安全を第一に考えて事前指導を徹底するとともに、引率教員と当該学年、
ｸﾗｽ担任との連携を密に図った。
〇松坂屋上野店での課題研究（商業実習）は実学とｷｬﾘｱ教育の側面からも重要な行事であるが、相
手方の事情から大幅に縮小した形での実施となった。夏季と冬季にそれぞれ2ｸﾗｽで、ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾅｰや
梱包作業の体験、職場見学を丸一日かけて実施した。その他、課題研究の一環として、ｷｬﾘｱｱｯﾌﾟ
ｺｰｽのみが併設の浦和大学で2日間の講義を受講し、貴重な体験ができたと生徒からも好評であっ
た。
〇今年度の文化祭も、来場者に制限を設けた形で9月9日(土)・10日(日)の2日間に亘って開催した。
ｸﾗｽや部活動のほか、父母の会や浦和大学を含む多くの団体が参加し、展示・販売・ｽﾃｰｼﾞ発表な
どの取り組みに創意工夫が見られた。体育祭は、昨年同様学年ごとに日程を分散させ実施したが、
生徒たちのﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝも高くｸﾗｽの団結力が強まった。
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